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近江だるまは大正時代末

期に旧能登川町佐野

出身の寺井大門さん

（故人）が作り始めた。

代表的なものには漫画

のような顔の「男だるま」、

上品に微笑む「女だるま」、小さくて可

愛い「姫だるま」などがあるが、とくに

「困ったなぁ」という声が聞こえてきそ

うな男だるまの表情はユーモアあふれ、

愛好家の中でも秀逸と評される。

だるまは戦時中、縁起物として戦地に

送られることもあった。戦後は大門さん

の息子の清二さん（故人）

がその技を受け継いだ。

しかし、残念ながら清二

さんは、今から約20年前、

不慮の事故で意識のない状態になって

しまい、技の伝承が途絶えてしまった。

そのころ、旧能登川町青年会議所の

活動を通して近江だるまの存在

を知ったのは谷村昭仁さんだっ

た。彼は、地元にこのような素

晴らしい玩具があったことをう

れしく思い、製作者を捜した。

ところが、清二さんはその

とき既に話さえできない

状態。残念に思った谷村

さんは、なんとかこれ

を復元したいと考え、清

二さん宅から大切なだ

るまの木型を借り、

清二さんの仕事を

見ていた家族から作り

方を教えてもらうことに

なった。そして和紙や

糊などの材料に試行錯

誤を重ね、何度も挑戦をく

り返し、見事復元に成功。97（平成９）

年には町からの要請をうけて「近江だ

るま保存会」を立ち上げることになり、

会長を引き受けた。

現在、保存会のメンバーは11人で、

月１回の活動のほか、小学校や老人施

設へ出向き、だるま製作の楽しみを伝

えている。

まずは作ることを楽しみ、近江だるま

に関心を持つ人が１人でも多くなるこ

とを願っての活動だ。

「初めは、近江だるまの存在も知りま

せんでしたが、とにかく、皆さんと作

ることが楽しくて……」と会員歴10年

の大石圭子さん。「能登川独自の文化

を大切にしていきたい」という中沢俊

子さんは、だるまの製作教室に参加し

たことがきっかけでメンバーになった。

谷村さんは「個

人で伝承してい

こうとすると、

また幻の玩具に

なってしまうか

も知れません。

大門さんも清二

さんも今ではも

ういらっしゃらないが、保存会として、

より多くの人に製作の技術や楽しさを

伝えていく必要があります」と語る。

この楽しい「だるまづくり」が、世代を

継いで伝えられていくことを願うばか

りである。（取材・福本）
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